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①耐震性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

（耐震化率の目標に対する達成状況）

【 所 見 】

②防犯対策など安全性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

※この総括票については、計画年度終了時点における施設整備計画（計画を変更しているものについては、最終変更後の計画）
　に基づいた事後評価の結果を記入すること。
　また、その評価を行った施設整備計画を添付すること。

達成状況

77.1

耐震化率（％）

86.7

50.0

100.0

50.0

100.0

本市は、市川市市有建築物耐震化整備プログラムを策定し、平成２５年度までに公共施設の耐震化を完了させる（学校施設についてはＩｓ値0.6未満
の建物の耐震化を完了させる）という目標を掲げ、小学校１２校及び中学校８校の耐震補強工事を実施し、耐震化率の目標を達成することができた。
なお、小学校１０校及び中学校５校の耐震補強工事は、整備事業費予算及び国庫交付金を平成２４年度へ繰越し、２４年度に整備を完了した。

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

特別支援学校

幼稚園

学校区分

小学校

中学校

高等学校

目標

77.1

86.7

施設整備計画　事後評価シート（総括票）

公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する目標の達成状況について

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。



【 所 見 】

③教育環境の質的な向上を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

④施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

小学校３校及び中学校２校の老朽化したトイレの改修工事を行い、安全性及び環境等の改善を図った。
なお、トイレ改修工事については、今後も安全性及び環境等の改善を図るため施設整備を行っていくこととする。

計画どおり実施できた。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

計画どおり実施できた。


